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高岡高等商業学校蔵書

富山大学経済学部には， 高岡高等商業学校蔵書

がある。 経済学部の前身の旧制高岡高等商業学校

が持っていた書籍が， 新制富山大学の発足ととも

に富山大学図書館そして経済学部に受け継がれた

ものだ。 ここで高岡高等商業学校蔵書の内容につ

いて簡単な紹介を試みる。 今回の紹介は， 和書単

行本のみということになるが， 和雑誌， 洋書単行

本， 洋雑誌については他日を期したい。

旧制高岡高等商業学校は1924年(大正13年)に

全国で13番目の高等商業学校として発足したが，

太平洋戦争中の1944年， 高岡工業専門学校への改

変によってその歴史はとざされた。 しかし， 高岡

高商の遺産は戦後にも受け継がれた。 それは， 第

一に高岡高商教員が， 1949 (昭和24)年発足の新

制富山大学で文理学部経済学科教員として教鞭を

経済学部助教授 長谷部 宏一(はがこうし巾)
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とりつづけるたことであり， 第二に高岡高商蔵書

が富山大学図書館蔵書そして経済学部蔵書として

受け継がれたことである。 つまり， 高岡高等商業

学校蔵書は， 高商発足の大正の終わりから工専へ

改変された太平洋戦争末期までの出版物がその主

要な内容である。

それでは， 高岡高等商業学校蔵書の中身を見て

みよう。 高岡高等商業学校蔵書は和書単行本・洋

書単行本をあわせて約2万冊， 和書約l万冊洋書

約1万問という構成である。 そのほか和洋雑誌が

約4万冊ほど所蔵されている。 和書単行本の内容

を見ると， 第一の特質は旧「満州、IJ・旧植民地関

係の報告書統計書が含まれていることだ。 旧「満

州」・旧植民地関係の書籍は約800冊で数の上から

はそれ程のボリュームはないが， 珍しい資料が含



まれている。 例えば『昭和製鋼所二十年史』など

は私が， これまで自にした ことのない非常に珍し

い資料である。 富山大学で出会おうとは思いもよ

らなかった。 第二に， 高等商業学校であったため

なのだろうか， 産業関係の本でも流通， 金融， 保

険など、についての書籍は充実しているが， 製造業

に関するそれが非常に貧弱な ことである。 第三に

昭和初年から昭和十年代にかけての商法・会社法・

民法についての書籍が目につく。 これは我が国が

準戦時体制から戦時体制に突入していくなかで，

戦争遂行のために政府が既存の会社法・商法・民

法などに大幅な改変を加えていった ことの反映で

あるかもしれない。

では最近の高岡高等商業学校蔵書の利用状況を

一瞥しよう。 貸出記録を取り始めてから現時点ま

での高岡高商蔵書からの貸出冊数は283冊， 利用

者は18人であり， 過去一年間では， 貸出冊数13冊，

貸出者数5人という状況である。

和書単行本に限っても見ても上述のように旧

「満州」関係資料をはじめ貴重な資料が多く含ま

れる高岡高等商業学校蔵書は， 旧植民地研究， 法

制史研究， 経営史研究， 経営学学説史研究， 経済

史研究， 社会史研究にもっと盛んに利用されるべ

きで、はなかろうか。 最後に， 本学の教官並びに全

国の研究者各位に， 高岡高等商業学校蔵書のさら

なる利用を訴えて本稿を終えたい。

都会の昼寝， 田舎の勤勉
『宮崎市定全集』全25巻一

『宮崎市定全集Jl (岩波書庖)は日本を代表する

東洋史学者の宮崎市定 (1901-1995)の全著作集

である。 宮崎市定が満90歳を迎えた1991年10月に

刊行をはじめ， ほぼ毎月一冊の割で配本し， 1994 

年2月に無事全25巻の刊行を終えた。 毎巻末に著

者自身の抜文が添えられている。 その巻に収録さ

れた作品に対し， 著者自身の最近の心境を綴る。

いずれも長文で， 年令を感じさせないフレッシュ

な味わいの文章である。 そして翌年1995年5月に，

94歳で永眠した。

私は京都大学三年のとき， 東洋史専攻生として

主任教授の宮崎市定にめぐりあった。 先生は東洋

史新入生を前に， Iよく来た。 都会 (みや こ) の

昼寝は田舎の勤勉に勝るという ことわざがある。

こ こで本気になって勉強すれば大成できる。 」と，

表現は正確に覚えていないが， そのような意味の

ことばで歓迎してくださった。 うれしい思いがし

たが， やや複雑な気持ちにもなった。 都会は努力
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附属図書館長 小谷 仲男

しなくとも， 多くの知識， 情報が自然に耳から入っ

てくるが， 田舎ではどんなに努力しても追いつか

ない。 「努力すれば， 報いられる」と単純に考え

ていた地方出身の私には， あらためて田舎のハン

ディを思い知らされた。

『宮崎市定全集』巻23， I随筆」上のなかには，

自分の郷里を語った「信州飯山在」や自叙伝風の

「来し方の記」などの文章が収録されている。 宮

崎市定の生まれ育ったと ころは日本海側に近い長

野県飯山市の山里であった。 高等学校 (旧制)に

進学するために松本に出て， 都会の友に出会い，

刺激された。 松本高等学校を卒業すると， 東洋史

を研究するために京都に出て京都大学に進み， 優

れた教授たちにめぐりあった。 大学に奉職して35

歳の時， 文部省の在外研究員として2年間フラン

スの花の都パリに遊学した。 その都度， 田舎者の

ハンディを感じながら， Iしかし， だんだん場数

を踏んでくると， 近頃はかえって田舎者である こ



とが自慢に思えるようになって来た」とさえ書い

ている。 人生や学問には都会の文化の華麗さ， 便

利さとともに， 軽薄さも見抜く力が必要である。

私は東洋史を学ぶのに恵まれた環境の京都大学

で13年間を過ごし， 地方の大学に就職した。 学問

の中心地を離れて自分の研究をどのように持続し，

発展させていったらよいか， また地方大学の学生

諸君にどのように接したらよいか， それが今も昔

も私にとって大きな課題であり続ける。 幸い1970

年代の初め頃からコピー機が普及しはじめ， わず

かな時間と経費の負担で， 地方で 入手できない研

究文献をコピーして読む ことが可能となった。 ま

た近年中国， 台湾から大量の漢文書籍が写真印刷

という複製技術で復刻され (影印本)， またよく

利用される書籍はあらたに句読点を施して出版さ

れ (標点本)， 大学図書館でも， 個人でもそれら

。はじめに
本学の附属図書館は， 長年の願いであった増築

が文部省をはじめ多くの関係者の尽力により平成

9年2月にめでたく完成し， 同年5月にリニュー

アルオープンする ことができ早や1年5か月が経

ちます。

附属図書館には， その設置目的から大学の教育

研究活動を支援する中枢的機関としての使命があ

るのですが， 最近はそれ以外に国民の生涯学習機

会の充実等として「地域社会に開放された大学図

書館」への社会的要請があります。 更に近年の目

ざましい高度情報化社会の進展や大学改革の推進

にどのように対応していくか， 非常に切迫した多

くの課題があります。 にもかかわらず， 国の行財

政改革が進められている中で， 国立大学に対する
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を蔵書する ことが可能となった。 一昔のように京

都， 東京を離れては研究が続けられないという状

況は解消した。 ただ図書館の情報は自ら努力して

本を探し， 読まない ことには出て こない。 学生諸

君はまず教官の講義に耳を傾け， 図書館で関連の

本を見つけだし， それを活用して自己の知識， 思

想を豊かにしていただきたい。 現在では， 田舎の

勤勉が都会の昼寝に勝る ことだけは保証できる。

* Ií宮崎市定全集J 25巻は早くに売り切れ， 現在は

入手不可能である。 富山大学附属図書館には3部が

所蔵され， 一階の学生用図書書架にl部， 四階の専

門図書(歴史)書架に2部が配列されている。 宮崎

市定の著作は全集以外に単行本の形で既に多くが図

書館に所蔵されており， また最近では中公文庫(既

刊14冊)をはじめ， 岩波文庫， 河出文庫としても出

版されているので， 利用しやすい。

事務部長 竹若 重勝

世論は一段と厳しくなる一方であり， 図書館サー

ビスを知何に充実するかを考えるにとりましては

苦悩の日々が続いております。

しかし， 我々は このような事態であっても手を

扶いてばかりではおれません。 図書館という組織

体が一丸となって， 学内外の支援・協力を得なが

ら図書館が保有するありったけの経営資源 (ヒト・

モノ ・カネ・情報)を最大限かっ有効に活用して

重要な使命を果せねばと考えております。

来年は本学を含めて新制大学の殆どが開学50周

年という節目の年を迎えます。 この年を目標に，

本学の附属図書館はいくつかの新しい取組に挑ん

でおります。 これから紹介する取組が次のステッ

プへの踏み台となればと願っております。 私が こ

の「書香」恥30 (1997.10.31発行)で述べました



大学図書館としての三つの機能区分に沿って紹介

します。

1伝統的図書館機能
(1 )全面開架方式への切替

書庫に利用者が自由に入り， 図書資料を直

接手に取ってみる ことができ， 図書館職員

の業務の見直しにつながった。 しかし， こ

のサービスには， 閲覧したと思われる図書

資料が元の位置に戻されているかどうかの

チェック業務が必要となった。

(2)学術雑誌の集中化・共同利用 化の促進

増築後， 新館2・3階に電動式集密書架が

導入された ことに伴い， 今まで研究室等に

分散していた学術雑誌を， この際附属図書

館の方に移す ことにより一層集中化・共同

利用化が図れる。

(3)川合文書目録及び小泉八雲関係文献目録の

刊行

いずれも平成9年度教育改善推進費 (学長

裁量経費)によって刊行になった。 川合文

書目録 (A4版:219頁) は加賀藩の農政

史に関する古文書の目録で初版刊行である。

昭和2年に旧制高岡高等商業学校 (本学経

済学部の前身)に譲渡された際の旧目録に

より検索していたが， 新目録刊行となった

ため検索がスムーズに行える。 小泉八雲関

係文献目録 (A4版: 375頁) は八雲に関

する著書， 伝記， 研究論文等の目録で約40

年ぷりの改訂版刊行である。 収集された文

献量は初版の目録の約3倍となった。

(4)へルン文庫目録の改訂版刊行

本学人文学部・理学部の前身の旧制富山高

等学校開校を記念して創設された小泉八雲

(ラフカディオ・へルン) の旧蔵書である

「へルン文庫J (2，435冊) の目録は， 昭和

2年に初版刊行されているが， 今年度中に
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約70年ぶりの改訂版刊行を予定している。

改訂版では目録内容の充実と多様な検索法

の工夫を図りたい。

(5)図書館利用 説明会の実施

マルチメディア教育の影響を受けて， 図書

館の利用説明会の態様も変化している。 そ

こで， 新入生等を対象として聞かれている

教養教育の科目「言語表現」の中で図書館

利用について図書館職員が説明するクラス

別説明会と， これとは別に図書館が主催し

て行う新入生等を対象とした応募によるメ

ニュー方式説明会とを併行して実施してい

る。 今秋には， 大学院生等を対象とした最

先端学術文献の検索法などより高度な内容

の説明会を実施する予定である。

(6)学生用 図書購入費増額分の予算執行

商業会委員から年々図書購入費が目減りし

ていく一方の状況を憂慮し， 附属図書館の

増築で施設設備の整備がなされた ことを機

に， 学生に読ませたい教養図書， 辞典類の

最新版等を購入整備する ことが急務ではな

いのかとの問題提起があった。 これを受け

て事務局と協議した結果， 平成10年度予算

から学内共通経費による学生図書購入費の

増額が措置された。 教官・学生当校費を財

源としているものであり， 先生方の御理解

と御協力に対し深く感謝したい。 勿論十分

な予算額といえないまでも， これで附属図

書館が主体的に購入計画案を立て， 商議会

での図書選定の承認を得て進めていく こと

が可能となったのである。 また この機会に

学生から購入希望の図書名を聞く ことにし

fこ。

(7)学生用 新着図書及び本学教官等の著書の

展示コーナー設置

学生が新着図書に直接目に触れる ことによ

り学習意欲を醸し出す効果を狙って， 新着



図書の受け入れから配架までの一定期間

( 1週間程度)館内に展示する ことを予定

している。 また本学教官がどのような研究

をし， どのような著書を出版しているかは，

学生やそれ以外の利用者にとっても関心を

持っと ころであるので， このためのコーナー

設置を予定している。

2電子図書館的機能
(1 )川合文書及び小泉八雲関係文献の目録デー

タベースの公開

当館所蔵の特殊資料の電子化については，

本学総合情報処理センターの連携・協力を

得ながら進めている。 大阪大学附属図書館

の調べによると， www上で 見る ことの

できる特色ある貴重資料の画像データベー

スを公 開している図書館は， 当館を含めて

28機関あるという。 (平成10年3月現在

国立大学17， 私立大学5， 共同利用機関1，

国公 立図書館5合計28機関)

この二つの目録データベースはインターネッ

トで公 開している。

(2)川合文書・菊池文書の画像データベースの

構築

平成10年度文部省科学研究費補助 金「研究

成果公 開促進費J (川合文書・菊池文書デー

タベース)の交付決定を受け， 両文書の目

録情報と画像情報とを合体させた完成度の

高いデータベースを構築するもので， 2 � 

3年かけて行う計画である。 実施体制とし

てデータベース作成委員会を組織し， これ

を支援する事務ワーキンググループもある。

(3)小泉八雲の直筆原稿『神国日本』全文デー

タベースの公開

平成9年度臨時経費により予算措置され，

本学総合情報処理センターの支援もあって

実現できたものである。 他方， 総合情報処
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理センターの教官による「へルン文庫の手

書き古文書を題材とした画像データベース

の構築」が， 平成10年度科学研究費補助金

「奨励研究AJとして交付決定されている

ので， これによる検索法などの研究開発が

完了すれば， 現在インターネットで公開し

ている内容よりは独創的な画像データベー

スの検索システムが提供できるものと期待

されている。

(4)電子ジャーナルのホームページからの情報

提供

当館で購読契約している雑誌のオンライン

付加サーピスとして， この ほど電子ジャー

ナルの最新学術'情報をインターネット上で

見る ことができるようにした (学内専用)。

これにより， 間子体よりも約1か月前に最

新学術情報を入手できるメリッ卜が生じた。

なお， 電子ジャーナルの有償の場合の情報

提供については， コンソーシアム契約 (電

子ジャーナルの地域的サービス体制)等の

具体化として現在国大図協特別委員会にお

いて検討がなされていると ころである。

3図書館の生涯学習支援機能
(1 )大学開放事業「夢大学in TOYAMAJへ

の参加

全国的に注目されている大学開放事業 (本

学地域共同研究センターが企画)に， 当館

からは「へルン (小泉八雲)文庫来富75周

年展」と題して今年9月参加した。 地域住

民から親しまれ利用される大学図書館とし

て広く知られるチャンスと捉え， 図書館職

員が熱心に取り組んでいる事業の一つであ

る。

(2)附属図書館で聞かれる公開講座

当舘としては初めての企画で， 附属図書館

が公 開講座に係わるのは全国的に見ても大



変珍しい ことである。 「小 泉八雲と『へル

ン文庫.uという教養講座を4回に亘って

本学人文学部の村井助教授が講義を行う。

(開催日:平成10年10月22日休:)�11月12日(木)

の間で4回)

富山には住んだ ことのない小泉八雲の旧蔵

書がどうして当館にあるのか。 小泉八雲の

文学研究と「へルン文庫」を紹介して， 地

域住民に関心を持ってもらうのが狙いであ

る。

(3)地域住民の大学図書館利用

当館ではいち速く地域住民への図書の貸し

出しを行うなど積極的に対応している。 学

外利用者はインターネットを通じて， 当館

のホームページからオンライン蔵書目録

(OPAC) を利用する ことができる。 学外

者の利用状況は， 附属図書館増築前後で比

較すると， 入館者数が約2.1倍 (平成9年

度は1，163人)， 利用証発行枚数が約1.6倍

(平成9年度は84人)， 貸出冊数が約2.4倍

(平成9年度は420冊)とそれぞれ大幅に増

加している。

4その他の機能
(1 )開学50周年の年史及び写真集の刊行

開学50周年記念事業として本学の教育研究

の充実を図るために記念特別図書 (大型コ

レクション)及び学生用図書を購入する計

画がある ほかに， 富山大学の50年の歩みを

回顧した年史及び写真集を刊行する計画が

ある。 館内に新しく設けた大学資料室には

本学の沿革に関わる資料や他大学の年史等

を配架している。 そうして， 年史編纂室が

館内に設けられ図書館職員が事務を担当し

ている。 年史及び写真集の刊行作業が終了

しでも， 附属図書館内の大学資料室の存在

意義を学内で訴え， 後世に永く保存すべき
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貴重な本学の大学資料等の散逸を紡ぐ必要

がある。 その手はじめとして， 全学的な

大学資料保存委員会の設置あるいは大学資

料の保存基準の策定などが検討される必要

カまあるだろう。

(2) 1"関学五十周年を迎える大学図書館の取組」

と題したPR活動

当館の増築竣工後に新たに取り組んでいる

図書館サービスの内容について， 学内だけ

でなく広く地域社会にもPRする必要があ

ると考え， ホームページに掲載するととも

に手づくりのリーフレッ卜も作成し， 関係

方面に配付した。 近年， 大学は教育研究内

容を地域社会に積極的に』情報提供すべきで

あると叫ばれているが， この趣旨に併せて

附属図書館が独自に企画したものである。

。おわりに
以上の当館の取組はささやかなものですが， こ

の実現には事務局・学内教官の親身な後方支援が

あったからだと深く感謝していますO 今後も国の

行財政改革は強力に推し進められるでしょうが，

少し体がスリムになったにしても， 体力を効率的

に使いさえすれば， まだまだ効果のあるサービス

が提供できるものと信じます。 そのためには， 図

書館職員各人が今日の附属図書館の置かれている

状況をよく認識し， たゆまず自己研鑓に努め， 職

員相互が意志疎通を図り， 新しいニーズにも果敢

に取り組む姿勢が求められます。 更に図書館職員

には図書館活動について広くPRをしていくとと

もに関係者にインパクトのあるアピールを行って

いくなど不断の努力も必要であると思います。



一 本当 に 山口蚊象氏の設計か， 復元の可能性も 一

先に「へルン文庫所蔵小泉八雲関係文献目録」

を編集した際， 山口蚊象 (やまぐち ぷんぞう)

氏設計のへルン文庫設計図13枚と仕様書が見つかっ

た。 当時にしては珍しい青焼きの設計図であった。

さて， 旧制富山高等学校が創立されて今年で75

周年になり， 同窓会では式典， イベン卜を企画さ

れているが， そのーっとして「へルン文庫が富山

に来た経緯」を金沢市在住のへルン研究家染村絢

子さんが執筆される ことになった。

染村さんは取材のため3月にへルン文庫を訪れ

られたが， その際設計図が目にとまり山口蚊象氏

なる人はどんな人か， また「馬場はる万自・胸像

建立記念」パンフレットにはへルン文庫は一度建

てられたが湿気の関係から取り壊され， 再び建て

られたとあるが， 山口蚊象氏の設計なるへルン文

庫は壊されたのか， 後に建てられた文庫なのか，

調査される ことになった。

設計図のコピー， 初代へルン文庫の写真等を持

参し上京され， 著名な建築家や山口氏の子孫の方

に会ったりしたその結果， 7月に次のような報告

が寄せられた。

山口蚊象氏は昭和の初めにへルン文庫の外， 松

江のへルン記念館も設計されている著名な建築家

らしく， 子孫の方がアール・アイ・エーという社

名で業務を引き継いでおられた。 設計図と写真を

見せたと ころ， ヘルン文庫の模型の写真が現存し

ており， それらと照合したと ころ， 山口氏の設計

図で建てられてないという結論に達したという。

6月の末にへルン文庫を整理していたと ころ，

山口蚊象氏の設計図の複本と見ていた別の封筒か

ら， 13枚の外に10枚の別の設計図がみつかった。

染村さんと共に調べたと ころ， 設計図には第2案，

第3案とがあり， それらのコピーを持って再び状

況された。

8月のお盆過ぎに来館された染村さんからの報

告によると， 写真照合の結果第3案がよく似てい

るので， ヘルン文庫は山口蚊象氏の設計によるも

のと確認された。
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さらに染村さんと旧制富山高等学校の資料を探

索した結果次の ことがわかった。

昭和9年12月発行の「富山高等学校最報 第1

号」によれば， 八雲図書館建設委員会が設けられ，

昭和8年9月14日 第1 回委員会で 同館建設を協議

し， 10月17日に建設予定敷地に於いて地鎮祭を挙

行， 特に馬場正治氏， 馬場ノ、ル氏が参列されてい

る。 当時松江の八雲記念館を設計した新進建築家

として令名な山口蚊象氏が10月26日に来校し設計

を嘱している。 昭和9年3月12日に設計図が到着，

検討したが経費の都合上設計書の一部を変更， 10 

月5日工事請負人太田松若氏よって起工した。 特

殊構造の鉄筋コンクリート平屋建で， 経費はすべ

て馬場正治氏の寄付による， とある。

昭和10年5月10日発行の北陸タイムズによれば

馬場正治氏から1万円の寄付でヘルン文庫を建築

中のと ころ， 10日午後3時落成式挙行とある。

五間四方で鉄筋， 床下が高くて通気がよく防火，

腐食など考慮がはらわれ， 中央部に書庫， 周囲は

回廊となって閲覧でき， 白亜式近代美にハーンの

趣味を汲んで日本の茶室風を調和した建物とある。

筆者も2度ばかり同文庫に入ったが， 文庫は蔵

のようで， 中央に馬場ハル氏の銅像があった。 書

棚には梯子が立ててあり， 薄暗かった。 対照的に

回廊は明るかったように思う。 残念ながら昭和38

年に同文庫は壊され， 当時のものは蔵書以外何も

現存しない。

7月末に小泉凡氏， 旧制高校同窓会の米田副会

長， 犬島事務局次長がヘルン文庫を訪れ， 新装なっ

たへルン文庫に感激された。

蓮町の馬場記念公 園には， 南日恒太郎氏や馬場

ハル氏など旧制高等学校を記念する モニュメント

が建てられているが， へルン文庫を復元する案が

あるという。 岩瀬運河と一体化して建てられると

か。 あの美しいへルン文庫が復元できれば大変喜

ばしい ことである。

(専門員 秋元国男)



人文・

附属図書館の増築は， 平成9年2月に竣工し，

学術雑誌の集中化に向けて新館の2階及び3階に

雑誌情報室が設けられました。 平成10年3月には

2階理工系雑誌室に電動式集密書架を設置し， 従

来学部研究室， 資料室及び開架書庫内に分散して

いた学術雑誌を集中化して配架作業を行っている

と ころです。 平成10年9月末には3階人文・社会

科学系雑誌情報室に電動式集密書架の設置が完了

します。 附属図書館には約4，300種の人文・社会科

学雑誌を所蔵していますが， 現在閉架書庫の3階

及び4階に所蔵している ほか学部研究室や資料室

九月むけて
に分散しています。 人文・社会科学分野の教育・

研究を遂行するうえで学術雑誌に因ると ころが極

めて高く， しかも情報検索の機能アッ プ， 利用者

の情報検索技術の向上さらに大学院の充実等によ

り学術雑誌の利用が増加しています。 電動式集密

書架を設置する ことにより増加する雑誌パックナ

ンバーの保存スペースを確保するとともに， 集中

配架する ことにより雑誌に自由にアクセスする こ

とが可能となります。

人文・社会科学系雑誌の図書館への集中・共同

利用化にご協力をお願いします。

附属図書館利用説明会を実施
平成10年度の第1 回附属図書館利用説明会を7

月8日に図書館6階マルチメディア研修室におい

て行われた。 これまでは， 主として教養教育の共

通基礎科目の言語表現科目を履修している学生を

対象に授業の一環として図書館ツアーを行ってき

た。 今回の利用説明会は従前の図書館ツアーとは

別に新たな試みとして次のようなコースを設け，

学生自身がコースを選択して参加する方法で実施

した。

<大学開放事業>

1. 図書館の利用について

2. 文献・情報の調べ方について

①CD-ROMで調べる

②OPACで調べる

③wwwで調べる

文献・情報の調べ方については， 3コースを設

け参加者の興味と必要に応じた習得に対応した実

習を行った。

ヘルン(小泉八雲)文庫来富75年展
夢大学IN TOYAMA '98報告

ヘルン (小泉八雲)文庫が富山へ着て75年にな

るのを記念して， 1へルン (小泉八雲) 文庫来富

75年展」として夢大学に参加しました。

小泉八雲が所持していた蔵書は， 八雲が死去し

てからは小泉家により管理されていたが， 大正13

年 (1924)に小泉家より売りに出され， 南日恒太

郎旧制富山高等学校校長の熱意により， 岩瀬の馬

場ハル氏が買い取り， 同高等学校の開校記念に寄

贈され， 1へルン文庫」として内外の研究者に利

用されて来た。

今年で丁度75年となるが， 旧制富山高等学校が

創立して今年で75周年に当たり， 同校同窓会では

記念式典やイベントを金画しておられることから，

本学も一足先に見出しのような175周年展」を開

催した。

展示内容は， ラフカディオ・ハーン (小泉八雲)

- 8 -

の生い立ちゃ日本へ来るまでの略歴， ヘルン文庫

の由来， 文庫の内容など、のパネル展示， またさす

らい人ハーン (八雲)が横浜到着から， 松江， 熊

本， 神戸， 東京 (焼津を含む)などの住居， 住居

跡， 記念碑などの写真の展示でハーンを偲んだ。

文庫内では， ハーンが書いた日本の怪談， 民話

伝説などの底本となった作品とその図書 (和装本)

の展示， 日頃非公 開している「神国日本」の原稿

の展示を行った。

初日の9月12日 (土)には， 高校生や一般市民

の方， 13日 (日)には一般市民の方など両日合わ

せて353名の来訪者があった。

なお この後， 9月下旬から公 開講座が予定され

ており， 併せてその紹介も行った。

11月の文化週間には， 学生， 教職員を対象に同

様な展示を予定している。



南日康夫氏が来館
(旧制富山高等学校初代校長の南臼恒太郎氏の孫)

去る， 9月4日， 南日康夫氏が来館され， 小谷

館長の案内により本学所蔵のへルン文庫を見学さ

れた。

南日氏は， 現在 (財) 富山技術開発財団の特別

顧問として， また富山工業技術センターの所長と

いう要職についておられ， 本学の図書館の学外利

用者として今年の3月には既に本学図書館を利用

されている。

南日氏の祖父は， 旧制富山高等学校初代校長で

あった南日恒太郎氏であり， ラフカディオ・ハー

ンの旧蔵書を旧制富山高等学校が譲り受けるにあ

たり大変ご尽力された ことで知られる。 また， 父

実氏が富山大学工学部教授 (工学部長を歴任)で

もあった ことで， 本学とゆかりがある。

初代ヘルン文庫の設計図を見入る小泉氏(写真右)

南日氏の プロフィールを少し紹介すると， 東京

大学ご卒業後， 国連:電気通信連合 (ITU)上級

専門職を歴任， また， 筑波大学副学長の要職もつ

かれ， 平成9年に筑波大学を退官後， 現在に至っ

ている。

『本学議官守備寄描圏庖議内』 姐巴宅設いて

さる7月28日 (火)に開催された附属図書館商

議会において， 委員から本学教官著書コーナー設

置について発言がありました。 多くの大学でも こ

の種のコーナーが設置されていますが， 当館でも

コーナー設置により図書館利用者が本学教官の研

究活動等を知る ことができるメリットがあり， こ

のたび実現する ことにしました。 このコーナー

図書館では学内関係者が執筆した図書

資料を収集しています。

出版されましたら是非， 図書館にご恵贈

下さるようお願いします。
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こそ先生方の御理解と御協力をいただかないと充

実しません。 先生方におかれましては， 図書を出

版された際には附属図書館にも寄贈していただき

ますよう， よろしくお願いします。

また， 先生方から寄贈していただいた図書につ

きましては， この「書香」でも御案内する予定で

す。



((CD-ROM情報サービスの紹介(XII) )) 

CD・ROMネットワーク情報検索システム

平成1 0年度新規サービスについて

平成9年度までのCD-ROM ソフトの内容は、「雑

誌記事索引J 1990・1997 (国立国会図書館)

rSocial Sciences IndexJ 1983.2・1997、 「科学技

術文献速報 ライフサイエンス編 1997年版J 、

f科学技術文献速報 物理・応用物理編 1997年

版jの4種類でしたが 、 平成 10年度はさらに新し

く「雑誌記事索引J遡及版1985・1989、CD-ASAX

50yrs. (戦後50年朝日新聞見出しデータベース

1945・1995)が加わりました。 また「科学技術文

献速報 ライフサイエンス編J . r科学技術文献

速報 物理・応用物理編Jも続けて 1998 年版が入

っています。

女ソフト案内

「雑誌記事索引J遡及版1985- 1989が加わった

ことにより、 より充実した圏内学術論文の 検索が

できるようになりました 。

本学図書館では冊子体も 1948年 -1995年 までを

所蔵していますが、冊子体は1996年以降刊行され

なくなったため、それ以降のデータはCD-ROMの

みでの検索となります。このソフトはWindows95

での接続を確認しています。

「CD-ASAX 50vrs. (戦後50年 朝日新聞見出

しデータベース1945-1995)jは戦後50年の朝日

新聞の見出しがデータベースになったものです。

デー タ は5枚の CD・ROM(1945・1959，196ο.

1969， 1970・197 9，1980・1989，1990-1995)に収めら

れており、 キーワードを入力するだけで簡単に朝

日新聞縮刷版のどこに記事が載っているかを検察

することができます。 また 、 調べたい事柄がいつ

頃の出来事だったかを検索することもできます。

検索(条件入力 )画面は次のようになっています

く 条 件 入 力 >

械索条件を入力して下さい

[全機索]飛鳥AND 古墳
[見出し]

[発行自] 19720301 TO 1972日331
[大分類]

[中分類]
[小分類]
[サプ1 ] 

[サ.:7'2 ] 

[サプ3]

[靭夕刊]
[面]

(条件入力画面)

各フィールドは縮刷版の見出し索引の構造に対応

しています。[全検索]は 見出しのほか、 すべてのキ

ーワードを検索対象にしています。[ 見出し]は見出

し本文のみを 検索対象にしています。[分類]は縮刷

版で採用されている分類がそのま ま分類語となっ

ています。 どんな分類語が使わ れているかわから

ない場合は、 カーソルを検索したいフィールドに

移動させ、 「ブラウズJの中の「 エントリJを選

択してください。 表示された一覧からキーワード

を選ぶことができます。 普通のキーボード入力の

場合には、 キーワードは漢字、 英数、 仮名(全角)

で入力してください。

x 

l闘ーーーー---・M ・l i OK I 
69012 ス;jιッ
11641 運輸
11536 \11直通信
11086 家庭
181ì1 家庭面
21112 外交
14762 外国
181 記事
7日232 U;音
1142 国際
M約 国土

特〉旬[. I 

全て選択 | 
全て取り消し|
削仰げ知|

h 

へ日 | 

(プラウズ匝lîf(Ij)

キーワードが一つの フィールドに複数ある時は、

検索の目的にしたがってそれぞれ半角の、 rANDJ

(またはr + J )、 rORJ (またはr，J )、 rNOTJ (ま

たはr#J )で検索語を結びます。[発行日]にR付を

-10ー
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入力する場合はr<J r> J rTOJ (またはr..J ) 

等を使います。検索は前方一致となっているため、

入力した語のみを検索したい場合(完全一致)は設

定を変更してください。rオプションJの中から

「検索オプションJを選び、 検索モードを「拡張J

から「完全一致」にすれば変更できます。各フィ

ールド聞の検索は初期設定でrANDJになってい

ます。これを変更したい場合は「コネクションJ

を使ってください。rコネクションJを選択する

と現在の演算子が左側に表示されます。(下記図)

カーソルをキーワードの入力されているフィール

ドに移動してスペースを押すとrANDJ→rORJ

→rWITHOUTJの順で入れ替わります。

く 条 件 入 力 〉

峨索条件を入力して下さい

[全検事骨) AND (飛鳥 AND 古1賓)
[見出し]

[発行日) AND ( 1972日3日1 TO 19720331 ) 
[大分類]

[中分類]

[IJ、分類]
[サブ1 ) 

[サブ2)
[サブ3)

[朝夕刊]
[萄]

58 
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(フィールドの掛け合わせ)

検索ボタンをクリックし検索を実行させ、 さら

に表示ボタンをクリックすると見出し一覧が表示

されます。(下記図 見出し一覧表示画面)

険制古巣 22 Iキ
く 一覧表示>

19720327 M 1 847 6 
3.戦後最大の発見の一つ文(り宇田中琢・文化財調査官の話

19720327 M 1 847 10 
4. ぜひ阜く見たい 原田諸臥・日本考古学会長の話

19720327 M 1 847 10 
5 堅百発見に興奮と驚き 「ー目実物をJ r保存しっかりと」 学者らの!

19720327 M 3 849 1 
6.変哲もむい小さい山一飛鳥に装飾古墳(高松塚古墳)

19720327 M 3 849 4 
7. 飛，恥装飾古墳刻師、 急ぎ調査団国宝・槻111旨定も

この表示は一つの記事を見出しと記事の所在情

報の2行で示しています。例えばこの一覧表示の

一番上の記事は、 見出しが「法隆寺級の壁画発見

…jで1972年3月27日の朝刊の1面に掲載、 縮

刷版では1972年3月号の 847 ページ1段目にあ

ることを表示しています。一行で表示できない長

い見出しを見る場合、 またその見出しの分類など

を詳しく見たい場合はさらに詳細表示画面に切り

替えてください。

〈詳細菌面〉

1.溜持級の聖画発見男女1量や自虎青竜七色で大陸系風情高松塚
19720327 M 1 847 1 

大分類目・回文化
小分類…文化財・実黙記制型
サブ1.目白飛鳥こ装飾古墳(高10塚古i員)
見出し，固法隆寺級の壁面発見勇女像や自!完青竜七色で対主系鼠(首高松塚

(詳細画面)

終了はメニューパーの「ファイルJをクリック

しrCD-An swer の終了Jをクリックしてください。

検索終了後は図書館内にある朝日縮刷版で実際

の記事にあたってください。本文はこのデータベ

ースでは見ることはできません。これとは別にス

タンドアロンによる館内利用者端末サービスで朝

日HIASKというデータベースを検索することが

できます。こちらの方は1985年から1996年(8.12

現在)までを検索することができ、 本文も見ること

ができます。この2つのデータベースをうまく利

用して、 1945年から現在までの新聞記事検索を行

っ て く だ さ い 。 なお CD・ASAX 50yr s. は

Win dows95、 Macintosh での妓続を確認していま

す。

1rおわりに

最近はネットワーク対応の CD-ROM検索の

利用者が増え、 研究室からの利用申込みも地え

ています。新しく利用を希望される場合は図書

館ホームページ「ネットワーク情報検索システ

ム の 利 用 に つ い て J (http:// www.toyama

u.ac.jp/tyallibrary/cdn et . html)をご覧下さい。

情報サービス課学術情報係(内線3 7 06) 
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附属図書館統計(平成7年度~平成9年度) =

区 分 平成 7 年度 平 成 8年 度 平 成 9 年 度

平日 571，003 冊 583，711冊 597，008冊

蔵 差Eヨ主 洋 271，648 冊 278，461冊

計 836，180冊 855，359冊 875，469冊

9，786種 10，182種 10，228種

所蔵雑誌 数 洋 4，724種 4，849種 4，895種

計 14，510種 15，031種 15，123種

手口 13，280冊 12，708冊 13，297冊

年 間 受 人数 洋 6，396間 6，471冊 6，813冊

言十 19，676冊 19，179冊 20，110冊

平日 5，066種6，049 部 5，332種6，232部 5，594種丘町 部 [

年 間 受入雑 誌数 洋 1，691種1，826 部 1，718種1，848 部 1，740種1，874 部

計 6，757種7，875 部 7，050種8，080 部 7，334種8，390 部

年間製本冊数及び
冊 数 4，697冊 4，830冊 4，636冊

金 額
金 額 7，609，138円 7，779，615円 7，867，478円

学 生 7，372 人 7，470 人 7，402人

奉仕対 象 者 数

教職員 803 人 814 人 1，163人

年間入 館 者 数
時間内 158，651人/開館 274 日 122，509人/開館 216 日 129，820人/開館 275 日

本 館
時間外 31，219人/開館 200 日 36，740人/開館 200 日 40，648人/開館 218 日

年間入 館 者 数
時間内 83，355人/開館 275 日 93，024人/開館 305 日 86，340人/開館 302 日

工 学 専門 図 書 室
時間外 12，548人/開館 199 日 16，833人/開館 238 日 17，992人/開館 236 日

年間館外貸出冊数
学 生 17，017人 /33，868 冊 15，704人 /36，348冊 15，919人 /38，547 冊

本 館
教職員 3，769人 /23，234冊 2，548人 /20，805冊 2，815人 /32，688冊

12 



区 分 平 成 7 年 度 平 成 8 年 度 平 成 9 年 度

年間館外貸出冊数

すA主t一与 生 8，030 人 15，653冊 6，808 人 13，805冊 5，956 人 12，493冊

工 学 専門 図 書 室
教 職 員 3，069 人 5，232 冊 1，971 人 4，212冊 893 人 2，692冊

ザA主dー与 生 2，850件 4，732件 3，663件

喪=- 考 業 務

利 用 件 数 教 職 員 4，790件 4，520件 3，118件

(利用者別〕

学 外 者 1，136件 1，324 f牛 2，433件

文献所在 5，092 f牛 6，029件 5，319件
調 査

参 考 業 務

利 用 件 数 事項調査 1，169件 2，431件 938件

(業務内容別)

利用指導 2，515件 2，116件 2，957件

圏内 314冊 415冊 396冊

貸

相 互 貸 借
国外 0冊 0冊 O 冊

現 物 相 互 貸借
圏内 88 冊 113冊 192冊

f二自怯

国外 O冊 O 冊 1 冊

寸A主�与- 内 1，346件12，617 枚 2，810件28，524 枚 2，719件30，428 枚

文 献 複 写 受託 4，618件40，160 枚 3，669件30，778 枚 1，880 f牛14，676杉E

学外

依頼 3，650件34，746 枚 3，446件28，313 枚 3，936件34，619 枚

総 数 29 人 29 人 29 人

図 書 館 職 員 数 定 員 19 人 19 人 19 人

定 員 外 10 人 10 人 10 人

図書館職員 1人当
定 員 431 人 436 人 451 人

奉仕対 象 者数 定 員 外 282 人 286 人 296 人i己k む

図 書 館 資 料 購 入 費 (千円) 157，744千円 159，694千円 189，318千円
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J宍� 考 図 章

閏 案 内

平成9年度に購入しました開架閲覧室備付けの参考図書は， 下記のとおりです。
多くの利用をお待ちしています。

1. ブリタニカ国際年鑑1997
2. 六法全書 平成9年版
3. 国際連合世界統計年鑑 第41集
4. 図説本と人の歴史事典
5. 日本国勢図会 '97-'98 
6. 近代日本社会運動史人物大事典 全5巻
7. 研究者・研究課題総覧 1996年版
8. 大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録

('88-'95)全10巻
9. グランド新世界地図 1996 

10. 高分子分析ハンドブック
11. 日本書籍総目録 1996 
12. 国立国会図書館所蔵外国逐次刊行物目録

1994年末現在
13. 会計全書 平成9年度
14. 法律学小辞典 新版
15. 新明解国語辞典 第4版
16. 大きな活字の三省堂国語辞典
17. 図書館年鑑 1997 
18. 日本分県地図地名総覧 平成10年版
19. 全国試験研究機関名鑑 '97一'98 全4巻
20. 学術雑誌総合目録 和文編 1996年版
21. 家政学事典
22. 家政学用語辞典
23. 人間生活ハンドブック
24. 全国郷土玩具ガイド 全4巻
25. オックスフォードオペラ大事典
26. 広辞苑 第4版
27. 用字用語新表記辞典
28. トレーニング科学ハンドブック
29. 音楽大事典 全6巻
30. エレクトーン事典
31. 和英英和家政学用語集
32. NHK世論調査事典
33. 発達障害指導事典
34. 新日本分県地図全国地名総覧 平成10年度版
35. 著作権台帳文化人名録 第24版
36. 遊びの大事典 全2巻
37. 海洋大事典
38. 英語語源辞典
39. 問題解法幾何学辞典 第2版
40. 幾何学大辞典
41. 化学辞典
42. 環境微生物図鑑
43. 会計学辞典
44. 経営学大辞典
45. 英和会計経理用語辞典
46. 日本会社史研究総覧
47. 法令用語辞典
48. 新法学辞典
49. 有斐閣法律用語辞典

50. 角川必携漢和辞典
51. 日本史広辞典
52. 角川日本史辞典
53. 新編英和活用大辞典
54. 分子細胞生物学辞典
55. 日本カエル図鑑
56. 森林の百科事典
57. 美術名鑑 1997年版， 1998年版
58. 国語年鑑 1997年版
59. 分析化学便覧
60. 地球環境ハンドブック
61. 日中英電気対照用語辞典
62. 日中英機械対照用語辞典
63. ステンレス網便覧
64. 人物レファレンス事典 古代・中世・近世編

新訂増補版 全2巻
65. 人物レファレンス事典 現代編 全3巻
66. 日本人名典拠録 全2巻
67. 西洋人物レファレンス事典 全10巻
68. 中国人名事典:古代から現代まで
69. 現代韓国人名録
70. 英和経済用語辞典 新版
71. 最新英和経済ビジネス用語辞典
72. 中英日自然科学用語辞典
73. 社会学小辞典
74. 国際関係図書目録 45/94 全6巻
75. 美術家索引 西洋編
76. 日本社会衛生年鑑 全26巻
77. 角川漢和中辞典
78. 郷土資料事典:ふるさとの文化遺産 全47巻

1. The year's book in English studies. Vol. 75 
2. Encyclopedia of library and information 

science. Vo1.60-61 
3. Britanica book of the year. 1997 
4. oxford student's dictionary of current 

English. 2nd ed. 
5. CRC handbook of chemistry and physics : a 

ready-reference book of chemical and physical 
data 

6. Annual bibliography of English language 
and literature. Vol. 70 

7. Annual review of microbiology. Vol. 51 
8. The Oxford dictionary of the Christian 

Church. 3rd ed. 
9. The world of learning. 48th ed. 

10. Wer ist wer? Vo1.36 
11. International encyclopedia of government 

and poli tics. Vol.1-2 
12. Solid state physics : advances in research and 

applications. Vo1.51 
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工学専門図書室
1. アドノインストセンサハンドブック
2. ライフサイエンス辞典
3. プラズマ材料科学ハンドブック
4. 化学計測ハンドブック
5. 応用物理データブック
6. 機械工学事典
7. 精説コンビュータ理工学事典
8. 情報ネットワークハンドブック
9. 移動通信ハンドブック

10. プロセス制御ハンドブック

11. 電地便覧 増補版

1. Handbook of blood pressure meassurement 
2. Handbook of X-ray photoelectoron spectro

scopy : a reference book of standard spectra 
for identification and interpretation of XPS 
data 

圃園圃園屋圏圃園圃園面副圃圃

一一- Chemical Abstracts Collective Index. 11 th and 12th 

(化学抄録誌累積索引)について 一一

この資料は， 米国のアメリカ化学会が出版しているもので， 文部省より平成9年度特別図書購入費 (自

然科学系)の配分により， 本学が購入したものである。

これは化学全般にわたり， 国際的 に評価の高い抄録雑誌iChemical AbstractsJ (略称iCAJ)の過去5

年間の累積索引である。

CAは， 全世界で出版された， 化学と技術情報の包括的な抄録誌であり， 雑誌記事・特許・会議録・学

位論文・書籍・総説・技術レポート等の文献のみならず， 化学構造式・性質等をも網羅している。

CA 11th Collective lndex 

Author lndex 
General Subject lndex 
Chemical Substance lndex 
Formula lndex 
Patent lndex 
lndex Guide 

CA 12th Collective lndex 

Author lndex 
General Subject lndex 
Chemical Substance lndex 
Formula lndex 
Patent lndex 
lndex Guide 

Vol.j-15 
Vol.j-19 
Vol.j-40 
Vol.jー14
Vol.jー 3
Vol.j- 2 

TOTAL 93 

Vol.j-17 
Vol.j-23 
Vol.jー51
Vol.j-19 
Vol.j- 3 
Vol.j- 2 

TOTAL 115 
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図書館関係会議

。 学外関係

- 第49回北信越地区 国立大学図書館協議会

期日 平成10年4月23日�24日

場所 福井厚生年金会館

- 平成10年度 国立大学事務 部課長会議

期日 平成10年5月26日

場所 東京医科歯科大学

- 国立大学図書館協議 会公 開事業実施委員会

及び理事会 (第4回)

期日 平成10年5月28日

場所 東京大学附属図書館

- 第45回国立大学図書館 協議 会総会

期日 平成10年6月24日�25日

場所 鹿児島大学附属図書館 他

(平成10年4月~平成10年9月)

。 学内関係

-第1回附属図書館商議 会

期日 平成10年4月21日

場所 附属図書館会議室

- 第2回附属図書館商議 会

期日 平成10年5月6日

場所 附属図書館 会議室

-第1回富山大学年史編纂委員会

期日 平成10年6月3 0日

場所 附属図書館 会議室

- 第3回附属図書館商議会

期日 平成10年7月28日

場所 附属図書館 会議室

-第1回写真集作成小委員 会

期日 平成10年7月29日

場所 附属図書館会議室

平成10年度附属図書館商議員名簿
(平成10年9月15日日現在)

館 長 小 谷 仲 男 T里 Aう主ニL 
部 * 小 島 覚

人文学部 東 田 雅 博 理 A寸主ニI与ー 部 金 森 寛

人文学部 大 野 圭 介 工 Aザ斗Iム与
部 小 泉 邦 雄

教育学部 渡 謹 工 う""ニ与 部 長 谷 博 行

教育学部 呉 羽 長 事 務 部 長 竹 若 重 勝

経済学部 芳 賀 健 情報管理課長 岩 淵 恭 幸

経済学部 長谷 部 宏 情報サービス課長 田 中 成 直

*理 学 部 小島 覚氏の退職 (10月1日 )に伴う商議員の交替
(後任者は東川 和夫氏)

富山大学附属図書館報 「しょこうJ No.32 1998年10月20日 富山大学附属図書館発行

富山市五福3190 電話0764-45-6891 (タイヤルイン)
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